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春
が
来
た
。
思
い
出
の
樹

に
咲
く
桜
の
下
を
歩
く
と
全

て
に
ワ
ク
ワ
ク
し
怖
い
も
の

知
ら
ず
だ
っ
た
自
分
を
思
い

出
す
。社
会
人
と
な
っ
た
春
、

同
期
達
と
写
真
を
撮
っ
た
厚

生
労
働
省
隣
の
日
比
谷
公
園

の
桜
だ
。
私
は
、
厚
生
労
働

省
で
保
健
医
療
行
政
を
専
門

と
し
て
働
く
医
系
技
官
で
あ

る
。現
在
は
、医
政
局
に
お
い

て
医
療
機
器
産
業
の
振
興
、

特
に
保
険
適
用
や
国
際
展
開

を
支
援
す
る
業
務
を
担
っ
て

い
る
。
新
人
当
時
と
大
き
く

違
う
の
が
医
系
技
官
の
働
き

方
だ
。
私
の
年
次
で
は
衛
生

行
政
を
専
門
と
し
て
長
く
厚

生
労
働
省
に
身
を
置
く
者
が

多
か
っ
た
。
最
近
は
、
臨
床

や
研
究
を
専
門
と
す
る
者
が

そ
れ
ら
の
業
務
に
行
政
の
経

験
を
活
か
す
べ
く
２
年
程
度

大
学
等
か
ら
出
向
し
て
働
く

者
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
私
の
よ
う
に

衛
生
行
政
を
専
門
と
し
て
長

く
行
政
に
身
に
置
く
者
は
慢

性
の
人
手
不
足
で
あ
る
。

　

医
系
技
官
に
は
医
師
と
し

て
の
専
門
性
と
行
政
官
と
し

て
の
専
門
性
の
両
方
が
必
要

と
さ
れ
る
。
臨
床
現
場
で
の

課
題
だ
け
で
は
な
く
、
少
子

高
齢
化
・
社
会
保
障
費
の
増

大
へ
の
対
応
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱

な
ど
新
興
・
再
興
感
染
症
へ

の
準
備
・
対
応
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
災
害
へ
の
準
備

・
対
応
な
ど
幅
広
い
課
題
に

対
し
医
師
の
視
点
で
の
デ
ー

タ
の
収
集
・
検
証
が
必
要
と

な
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら

が
行
政
官
と
し
て
の
醍
醐

味
、
お
も
し
ろ
み
で
も
あ
る

の
だ
が
、
専
門
性
を
活
か

し
、
解
決
策
を
立
案
し
政
治

家
、
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
様
々

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

調
整
を
行
い
、
予
算
化
、
政

策
化
を
行
っ
て
い
く
。
こ
れ

ら
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

２
年
だ
け
の
行
政
経
験
だ
け

で
は
間
に
合
わ
な
い
部
分
が

出
て
き
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ

え
、
保
健
医
療
行
政
を
専
門

と
す
る
者
が
必
要
と
な
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
医
系
技
官

の
中
で
慶
應
医
学
部
卒
の
人

数
は
長
ら
く
最
大
で
あ
る
。

医
系
技
官
と
し
て
の
専
門
性

に
加
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
豊
か
な
人
間
性
な

ど
の
基
礎
的
素
養
を
育
て
て

も
ら
え
る
大
学
だ
か
ら
だ
ろ

う
か
。
今
年
度
か
ら
、
医
系

技
官
の
採
用
試
験
を
６
月
と

11
月
の
年
に
２
回
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。
是
非
、
応
募
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
興
味

の
あ
り
そ
う
な
者
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
厚
生
労
働
省
医
政
局

三
宅
邦
明　

74
回
）

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
は
２

０
１
６
年
３
月
25
日
、
医
療

法
上
の
臨
床
研
究
中
核
病
院

と
し
て
厚
生
労
働
省
よ
り
承

認
を
頂
き
ま
し
た
。
私
立
大

学
病
院
と
し
て
は
当
院
が
は

じ
め
て
の
承
認
と
な
り
ま

す
。
早
期
・
探
索
的
臨
床
試

験
拠
点
整
備
事
業
（
２
０
１

１
年
度
〜
２
０
１
５
年
度
）

や
橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
２
０

１
４
年
度
〜
現
在
）
等
に
よ

り
整
備
を
進
め
、
２
０
１
４

年
８
月
に
臨
床
研
究
推
進
セ

ン
タ
ー
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
10
月
か
ら

は
佐
谷
秀
行
副
病
院
長
（
先

端
医
科
学
研
究
所
遺
伝
子
制

御
研
究
部
門
教
授
）
が
臨
床

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
し
、
申
請
手
続
き
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
関
係
者
の
皆

様
へ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

臨
床
研
究
中
核
病
院
は
、

日
本
発
の
革
新
的
な
医
薬
品

・
医
療
機
器
・
医
療
技
術
の

開
発
に
必
要
な
質
の
高
い
臨

床
研
究
や
治
験
を
推
進
す
る

た
め
、
国
際
水
準
の
臨
床
研

究
や
医
師
主
導
治
験
の
中
心

的
役
割
を
担
う
病
院
と
し

て
、
自
施
設
の
み
な
ら
ず
、

他
施
設
支
援
と
い
う
観
点
で

も
、
臨
床
研
究
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

世
界
の
医
学
研
究
あ
る
い
は

生
物
学
的
研
究
の
中
で
、
日

本
は
基
礎
医
学
研
究
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
と
比
較
し
、
臨
床

研
究
は
、
論
文
数
の
減
少
や

国
内
で
発
掘
さ
れ
た
シ
ー
ズ

が
国
外
で
製
剤
化
さ
れ
る
傾

向
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
基
礎
研

究
か
ら
臨
床
研
究
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
一
貫
し
て
病
院
と

し
て
完
遂
す
る
制
度
は
、
安

全
で
有
効
な
質
の
高
い
医
療

技
術
を
い
ち
早
く
患
者
さ
ん

に
届
け
る
た
め
、
基
礎
研
究

の
み
な
ら
ず
、
臨
床
研
究
の

支
援
、
実
施
に
力
を
注
い
で

い
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。

　

大
前
提
は
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
い
い
病
院
で
あ
る
こ

と
で
す
。
そ
の
中
で
臨
床
研

究
が
適
切
に
行
わ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ

の
臨
床
研
究
中
核

病
院
の
呼
称
に
恥

じ
な
い
、
我
が
国

に
お
け
る
臨
床
研

究
の
中
核
的
な
機

能
を
担
え
る
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
患
者
さ
ん
や
被
験
者
の

方
々
の
視
点
に
立
っ
て
、

「
慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
理

念
」
は
も
と
よ
り
、「
慶
應

義
塾
大
学
病
院
臨
床
研
究
実

施
方
針
」
に
則
り
、
医
師
・

看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
・

事
務
な
ど
病
院
全
体
が
一
体

と
な
っ
て
、
持
続
的
に
着
実

な
実
践
を
重
ね
、
社
会
に
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

大
学
の
使
命
は
「
教
育
」

と
「
研
究
」
に
あ
る
。
こ
れ

は
誰
も
が
理
解
し
て
い
る
基

本
原
則
だ
。
医
学
部
で
は
こ

こ
に
「
診
療
」
が
加
わ
る
。

　

日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る

自
動
車
や
家
電
な
ど
は
こ
れ

三
田
会
寄
付
目
録
贈
呈
・
挨

拶
と
し
て
会
長
の
吉
岡
和
子

さ
ん
か
ら
お
話
を
頂
い
た
。

そ
れ
は
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ル

革
命
の
中
に
お
い
て
も
叶
え

ら
れ
な
い
こ
と
と
は
、
人
と

人
と
が
関
わ
り
信
頼
が
生
ま

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
信
頼
が

生
ま
れ
る
た
め
に
は
、
人
間

交
際
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
モ
ラ
ル
や
高
い
志
や
知

識
が
必
要
と
な
る
。
慶
應
義

ま
で
主
に
民
間
企
業
の
開
発

力
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ

て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
根

底
に
は
、
初
等
教
育
か
ら
大

学
ま
で
の
幅
広
い
教
育
、
研

究
マ
イ
ン
ド
が
あ
っ
て
こ
そ

で
は
あ
る
が
、
産
業
を
動
か

塾
は
50
年
た
っ
て
も
切
れ
な

い
つ
な
が
り
で
結
ば
れ
て
い

る
と
い
う
旨
で
あ
っ
た
。
そ

の
お
言
葉
と
と
も
に
一
〇
七

年
三
田
会
か
ら
の
ご
支
援
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
塾
歌
の
斉
唱
が
行

わ
れ
、
閉
式
と
な
っ
た
。
新

入
生
６
６
１
８
名
の
入
学
を

喜
ぶ
と
と
も
に
、
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
。

（
５
年　

木
島
俊
英
）

　

去
る
３
月
26
日
、
平
成
27

年
度
白
衣
式
が
、
本
塾
北
里

講
堂
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

白
衣
式
は
、
23
年
前
に
米
国

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
行
わ
れ

た
の
を
初
め
と
し
、
臨
床
実

習
に
臨
む
医
学
生
に
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
意
識

さ
せ
る
た
め
の
行
事
と
し

て
、
今
や
世
界
中
の
医
学
部

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
塾

で
は
、
２
０
０
６
年
に
日
本

初
で
あ
る
第
１
回
目
の
白
衣

式
が
行
わ
れ
、
今
年
で
11
回

目
を
迎
え
る
。

　

式
典
に
は
岡
野
栄
之
医
学

部
長
、
竹
内
勤
病
院
長
、
安

西
祐
一
郎
前
塾
長
、
武
田
純

三
三
四
会
長
ら
が
列
席
し
、

臨
床
実
習
を
控
え
た
97
回
生

（
新
５
年
）
１
１
４
名
に
、

祝
辞
を
送
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
迎
え

たW
ashington University 

in St. Louis

のLarry J. 
Shapiro

教
授
よ
り
、
餞
の

言
葉
を
賜
っ
た
。Shapiro

氏
は
、
今
ま
で
自
分
が
白
衣

式
に
至
る
ま
で
の
道
の
り

で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
両

親
や
同
級
生
、
先
生
方
に
対

す
る
感
謝
に
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
こ
と
、
白
衣
が
決
し
て

患
者
さ
ん
と
の
間
の
「
壁
」

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な

く
、
患
者
さ
ん
に
安
心
感
を

与
え
ら
れ
る

医
師
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る

よ
う
、
白
衣

に
ふ
さ
わ
し

い
行
動
を
こ

こ
ろ
が
け
る

こ
と
の
大
切

さ
を
語
っ

た
。

　

そ
の
後
、

97
回
生
が
信

濃
町
の
２
〜

４
年
生
の
授

業
で
お
世
話

に
な
っ
た
各
科
の
先
生
方
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ

（
97
回
生
制
作
）
が
放
映
さ

れ
、
懐
か
し
い
先
生
方
か
ら

の
温
か
い
言
葉
に
会
場
は
和

や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
白
衣

の
授
与
で
あ
る
。
参
加
し
た

学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
医
学

部
・
病
院
の
執
行
部
の
先
生

方
、
小
松
浩
子
看
護
医
療
学

部
長
、
杉
本
芳
一
薬
学
部

長
、
来
賓
の
先
生
方
に
白
衣

を
着
さ
せ
て
頂
い
た
。
真
新

し
い
白
衣
を
着
た
学
生
が
ず

ら
り
と
並
ぶ
と
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
た
。
今
年
は
例
年
同

様
、
北
里
講
堂
に
入
り
き
ら

な
く
な
る
ほ
ど
父
兄
の
参
加

が
多
く
、
父
兄
ら
の
関
心
の

高
さ
が
伺
え
た
。
そ
の
後
、

97
回
生
１
１
４
名
に
よ
り
、

誓
い
の
言
葉
が
唱
和
さ
れ

た
。

　

誓
い
の
言
葉
は
、
有
志
に

よ
り
組
織
さ
れ
た
白
衣
式
委

員
会
を
中
心
に
、
97
回
生
全

員
が
協
力
し
、
数
ヵ
月
を
か

け
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
１
１
４
名
が
声
を
そ
ろ

え
て
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上

げ
る
と
、
会
場
か
ら
は
よ
り

一
層
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
た
。

　

最
後
に
、
平
形
道
人
医
学

教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー
長
が
閉

会
の
辞
で
医
師
に
と
っ
て
大

切
な
資
質
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
す
る
97
回
生
を
励
ま

し
た
。

　

こ
の
白
衣
式
に
て
白
衣
を

受
け
取
る
こ
と
で
97
回
生
は

医
療
界
の
門
戸
を
叩
き
、
実

際
の
臨
床
現
場
に
出
て
医
療

と
医
学
を
よ
り
深
く
学
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
。
４
月
か

ら
始
ま
る
臨
床
実
習
で
は
、

た
と
え
悩
み
迷
う
こ
と
が
あ

っ
て
も
初
心
に
帰
っ
て
誓
い

の
言
葉
を
反
芻
し
、
日
々
研

鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
。

（
５
年　

中
村
健
吾
）

す
エ
ン
ジ
ン
は
企
業
の
中
に

あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
日
本
の
大
学
の

研
究
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

基
礎
研
究
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
新
し
い
産
業
の
60
％
以

上
の
シ
ー
ド
が
大
学
発
と
い

う
統
計
も
あ
り
、
欧
米
で
は

30
年
以
上
前
か
ら
大
学
が
産

業
の
核
と
な
っ
て
き
た
。
日

本
の
経
済
成
長
戦
略
に
お
い

て
も
、
科
学
技
術
の
イ
ノ
べ

ー
シ
ョ
ン
に
大
学
の
知
財
を

生
か
す
べ
き
と
い
う
議
論
が

お
き
、
大
学
の
研
究
成
果
を

産
業
創
生
に
生
か
そ
う
と
い

う
流
れ
が
出
て
き
た
。
す
で

に
国
立
大
学
を
中
心
に
こ
の

流
れ
が
加
速
し
て
き
て
い
る

が
、
本
校
で
も
岡
野
栄
之
医

学
部
長
体
制
の
も
と
、「
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
に
お
け

る
産
業
創
生
の
た
め
の
産
官

学
連
携
の
推
進
」
を
目
的

に
、
知
財
産
業
連
携
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
が
作
ら
れ
た
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
平
成

18
年
に
教
育
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
前
述
し
た
大
学
の
使

命
で
あ
る
教
育
と
研
究
に
加

え
て
、『
第
7
条　

大
学
は

学
術
の
中
心
と
し
て
高
い
教

養
と
専
門
的
能
力
を
培
う
と

と
も
に
、
深
く
真
理
を
探
究

し
て
新
た
な
知
見
を
創
造

し
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
広
く

社
会
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
も
の
と
す
る
』
と
定
め
ら

れ
た
。
こ
の
大

学
の
使
命
の
う

ち
後
半
の
「
広

く
社
会
に
提
供

し
、
社
会
の
発

展
に
寄
与
す

る
」
と
い
う
一

文
が
、
大
学
が

産
業
創
生
の
責

務
を
担
っ
た
法

律
的
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
と

な
っ
て
い
る
。

す
で
に
東
京
大

学
、
大
阪
大
学

を
は
じ
め
、
４

国
立
大
学
に
１

０
０
０
億
円
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ

ァ
ン
ド
が
支
給

さ
れ
、
大
学
自

体
が
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
育

成
を
行
え
る
体
制
も
整
っ
て

き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
流
れ
を
受
け

て
、
今
回
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
「
信

濃
町
に
お
け
る
知
財
戦
略
へ

の
意
識
を
高
め
、
産
業
に
結

び
つ
け
、
信
濃
町
発
の
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
奨
励
、
育

成
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
、

基
盤
作
り
を
行
う
」
と
し

だ
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
い

い
が
た
い
。
利
益
相
反
に
対

す
る
し
っ
か
り
と
し
た
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

設
立
の
た
め
の
場
所
の
確

保
、
大
学
医
学
部
発
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
基
本
ル
ー
ル
作

り
の
策
定
な
ど
、
課
題
が
目

白
押
し
だ
。
す
で
に
阪
大
、

東
大
で
は
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン

の
ビ
ル
も
建
ち
一
歩
も
２
歩

も
先
を
行
っ
て
い
る
。
私
学

の
雄
で
あ
る
慶
應
に
お
い
て

は
公
的
な
大
学
補
助
に
頼
ら

な
い
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
よ
う
な
姿
を
目
指
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
不
退
転
の

覚
悟
で
こ
の
委
員
会
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
が

臨
床
研
究
中
核
病
院
に
認
定竹内 　

勤（
内
59
回
）

病
院
長

速　報

臨床研究中核病院　認定施設

平成27年8月7日
国立がん研究センター中央病院（東京都中央区）
東北大学病院（宮城県仙台市）
大阪大学医学部附属病院（大阪府吹田市）

平成27年9月29日 国立がん研究センター東病院（千葉県柏市）

平成28年1月27日 名古屋大学医学部附属病院（愛知県名古屋市）
九州大学病院（福岡県福岡市）　

平成28年3月25日 東京大学医学部附属病院（東京都文京区）
慶應義塾大学病院（東京都新宿区）

『切磋琢磨』
仲間との出会いを大切に、互いに尊
重し、成長します。
『志操堅固』
己の信念を大切に、自分の意思で決
断し、正しい道を歩みます。
『滅私奉公』
社会との繋がりを大切に、医学生と
して、他者に尽します。
97回生一人ひとりが感謝の気持ちを
持って、ここに決意します

97回生 誓いの言葉

第2回 知財産業連携タスクフォース講演会

慶
應
医
学
部
１
０
０
周
年
に
向
け
た

4
つ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
取
り
組
み

第
４
回

短
期
集
中
連
載

知
財
・
産
業
連
携
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

坪
田 

一
男（
眼
59
回
）

眼
科
学
教
室
教
授

前列左から天谷、坪田、佐谷、古川　　
後列左から宮田、久保田、佐々木、秋山

知財産業連携タスクフォースのメンバー表
坪田 一男（委員長）眼科学教授
天谷 雅行 皮膚科学 教授【医学部長補佐】
佐谷 秀行 先端研（遺伝子）教授【副病院長】
宮田 裕章 医療政策・管理学教授
久保田義顕 坂口講座（機能形態学）教授
秋山 琢己 臨床研究推進センター 特任教授
古川 俊治 法科大学院教授【参議員議員】
佐々木経世 イーソリューションズ㈱代表取締役社長／特別招聘教授

山岸広太郎 ㈱慶應イノベーション・イニシアティブ代表取締役社長
／グリー㈱取締役

これからいよいよ
本格的な建築着工です

医
学
部
１
１
４
名
が
入
学

平成 
28年度101回生入学式

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
慶

應
義
塾
大
学
入
学
式
が
日
吉

記
念
館
に
て
行
わ
れ
た
。
式

典
は
午
前
の
部
と
午
後
の
部

の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
午

前
の
部
に
は
法
学
部
、
商
学

つ
で
あ
る
。

　

続
い
て
新
入
生
代
表
入
学

の
辞
と
し
て
、
経
済
学
部
の

田
邉
愛
理
さ
ん
に
よ
っ
て
、

慶
應
義
塾
大
学
に
入
学
し
た

喜
び
と
、
大
学
生
生
活
の
中

で
未
来
に
責
任
の
あ
る
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
た
め
に
知
識
や

人
間
性
を
身
に
着
け
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
卒
後
50
年

記
念
１
９
６
６
年
一
〇
七
年

部
、
理
工
学
部
、
別
科
日
本

語
研
修
過
程
が
参
加
し
午
後

の
部
に
は
、
文
学
部
、
経
済

学
部
、
医
学
部
、
総
合
政
策

学
部
、
環
境
情
報
学
部
、
看

護
医
療
学
部
、
薬
学
部
が
参

加
す
る
。

　

式
典
に
お
い
て
は
、
開
式

の
の
ち
に
、
長
谷
川
彰
常
任

理
事
に
よ
っ
て
学
事
報
告
が

行
わ
れ
、
各
学
部
の
入
学
者

数
が
発
表
さ
れ
た
。
本
年
度

の
入
学
者
数
は
６
６
１

８
名
、
医
学
部
１
１
４

名
、
看
護
医
療
学
部
１

０
２
名
、
薬
学
部
２
３

８
名
で
あ
っ
た
。
慶
應

義
塾
大
学
全
体
と
し
て

も
医
療
系
学
部
と
し
て

も
昨
年
度
の
入
学
者
数

か
ら
大
き
な
変
化
は
見

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

続
い
て
、
清
家
篤
塾

長
に
よ
り
式
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。
塾
長
か
ら

は
、
慶
應
義
塾
大
学
へ

入
学
し
た
こ
と
に
対
す

る
喜
び
の
言
葉
と
と
も

に
、
慶
應
義
塾
大
学
に

お
け
る
学
生
生
活
に
お

い
て
、
福
澤
先
生
の
教

え
と
と
も
に
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
か
と

い
う
内
容
の
話
が
な
さ

れ
た
。
具
体
的
に
は
、

学
問
に
凝
り
す
ぎ
る
の

で
は
な
く
、
人
間
的
な
成
長

を
促
す
こ
と
を
両
立
す
る
こ

と
や
、
事
実
を
噂
に
流
さ
れ

ず
に
観
察
す
る
と
い
う
実
学

を
大
事
に
す
る
と
い
う
考
え

方
、
学
問
教
育
や
健
全
な
学

生
生
活
と
日
々
の
問
題
解
決

能
力
が
将
来
の
論
理
的
思
考

や
未
知
の
問
題
の
解
決
に
役

に
立
つ
こ
と
、
半
学
半
教
の

教
え
の
元
、
学
生
や
教
員
が

教
え
教
え
あ
う
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

　

式
辞
に
引
き
続
き
、
清
家

塾
長
に
よ
っ
て
壇
上
者
の
紹

介
が
な
さ
れ
た
。
教
職
員
代

表
式
辞
に
お
い
て
は
、
看
護

医
療
学
部
の
野
末
聖
香
教
授

に
よ
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
学
生
時
代
に
必
要

な
３
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
お

話
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
３
つ

と
は
、
自
分
で
考
え
ら
れ
る

力
を
身
に
着
け
る
こ
と
、
憧

れ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
見
つ
け
る
こ
と
、
う
ま
く

い
か
な
い
と
き
に
一
生
懸
命

や
っ
て
み
て
う
ま
く
い
っ
た

ら
そ
の
ま
ま
続
け
る
こ
と
と

だ
め
な
ら
変
え
る
こ
と
の
３

感
謝
を
胸
に
、

　
　

い
ざ
臨
床
実
習
へ

第
11
回 

白
衣
式

入学式風景

た
。
す
で
に
第
１
回
の
講
演

会
を
３
月
７
日
に
行
い
、
学

内
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
て

い
る
。

　

慶
應
義
塾
全
体
と
し
て
も

三
田
に
慶
應
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ

ン
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
い
う

30
億
円
程
の
フ
ァ
ン
ド
が
作

ら
れ
、
大
学
自
体
の
ル
ー
ル

作
り
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、

信
濃
町
に
お
い
て
は
ま
だ
ま

日時　平成28年５月27日（金）18:00−20:00
場所　信濃町キャンパス 総合医科学研究棟 1階ラウンジ

【プログラム】
　18:00−18:15　
　イントロ講演：ベンチャー設立のソフトとハードの課題
　委員長　坪田 一男（眼科学・教授）
         
　18:15−18:45（講演25分、質疑５分）
　講演　『本邦における他大学の取り組みについて』　
　佐々木経世（イーソリューションズ㈱代表取締役　特別招聘教授）
         
　18:45−19:15（講演25分、質疑５分）
　講演　『ベンチャー起業の実際と基盤作り』　
　秋山 琢己（臨床研究推進センター・特任教授）
         
　19:15−19:45（講演25分、質疑５分）
　講演　大阪大学におけるベンチャー育成のとりくみ
　徳増有治（大阪大学　大学院医学系研究科 戦略支援室
　　ベンチャー設立・運営支援室　医学部附属病院未来医療開発部
　　室長・特任教授）
         
　19:45−19:55　総合討論　司会　坪田 一男
         
　講演会終了後、前回と同じように20分ほどシャンパン懇親会を企画
しております。
　お時間のある方はぜひご参加ください。


